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多収穫田の基本的条件 として気候，土壌 ，水利 が もっ

と も重 要 で あ る こ とは周 知 の とお りで あ る。 この うち気

候条 件 は人 為 的 に 変 え る こ とは困 難 で あ り， わ が 国 に お

ける水稲 多収穫地帯の分布 は，ある程度気候に左右 され

る。土壌条件 は米作 日本一 の人達 が とくに重視 して改善

に努 力 した と ころで あ り， 多 量 の 客土 ， 堆 厩 肥 の施 用 に

よ って 深 く肥 沃 な耕 土 を作 りあ げ た。 しか し これ は数 少

ない 篤 農 家 の な し得 る こ とで あ り，一 般 的 に採 用 で きる

方法 とい うわ けに は い か な い。

これ らに対 して排水改良 による土層の改良 と適 切な水

管凰 十分 な用水の供給は大面積 の餅地へ適用で きる も

の で あ り， これ に よ って多 収穫 の 基本 的条 件 を整 え る こ

とは 今 後 の機 械 化 営 農 に もか な う と ころ で あ る。

従釆用排水 の便利な水田は，あま り5F 坦地 ではな く，

1．．5 0 0 ～ 1ノ／10 0 0 内 外 の 傾 斜 を もった と ころで ， 壌 土 あ る

いは砂質壌土 の地碍 を主 とした。 このよ うな水 田は盆地

の扇状地 下位部，河川中流の砂礫質谷底 平野 か ら泥質 谷

底＼ド野 へ移 化する部分，大河川流域では扇状地 か らデル

タ地滞 へ接 続す る部分 などで ある。 しか し土壌 ，地下水

位 が適 当 で用 排水 も整 備 され て い る とい う水 田 は， 面 積

率で 6 ～ 7 ％に過 ぎない。

傾斜 1／500 程度 よ り急 な地域 では用水 を確保 さえすれ

ば排水改良は比較 的容 易で，水管理な どや りやす く，多

収 穫 の と こ ろ も各地 に分 布 す る。 この う ら傾 斜 1 ／10 0 程

度以下な らば機械 化に通 した大区油iの 田城整 備をす るこ

と も可 能 で あ る。 もし 1／■1 0 0 程 度 よ り急 な地 楢 で 多収 穫

に過 し た田 場 整 備 を す る とな る と， 整 然 と した大 区 画 圃

場 は困難で，曲線状畦畔 で もなるべ く長い区画の水 田に

す る こ とが ， 中小 型 機 械 を導 入 す るた め に も 必 要 で あ

る 。

以上 どの場合 も適正浸透 C亡）可能 な水田であ ることが要

求 きれ， もし非火 山性土壌の洪積台地で粘質土壌 のため

浸透過小な らば，簡易暗渠 を密 に入れ るか，心土破砕 が

不可欠 とな る。土粒子が緊密に結合 した水成洪積土層 で

は ， 乾 燥 に よ るキ裂 の発 生 は あ ま り期 待 で きな い。 この

よ うな と ころ は安 横 盆 地 の 水 田 が よい例 で あ り， 安 穏 盆

地の洪積 台地 はか っての欄成 堆積土層 が主要部 を占め，

現在の水田は減水深 10 m m 余で費透は ゼロに近 い。 この

ため明治時代の安積 疏水 に よ る 開田が成 功 したのであ
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る。しか し浸透過小 による収量 の延 びなや みが顕著で，

他地域 の増収 と対比 きれ る。 同様 の例 は粘質土壌 の河岸

段丘，海岸段丘地滞 に分布 し，水経済上か らは恵 まれ た

水田であ るが， 多収穫の′rJ弐か らiま不満であ って，将来用

水軒を増大 して過止浸透に近 づけることが要求 きれる。

山間上郎旨の水 田では地 スベ リ地帯 に浸透過小 田が分 布

するのは当然 であ り， ここで は用水娠が苦 しいのが通 例

であ るか ら， この水 田 の浸 透 を増 大 させ るわ け に は い か

ない。 む しろ水温とが概 して低 いので浸透 過小の害 は少な

い。 もし用 水 が 切 れ て 水 田 に キ裂 が 入 る と きは ， ます ま

す重大 な結果 を きた し，キ裂 から浸入 した水が地 スベ リ

の 原 因 と な る こ と も考 え ら れ る 。

水温の低 い山一間地尉水田で は浸透過多が減収の主 因 と

な っている。 これ を根本的に改良す るに は表土 を除いて

心土 を床 締してか ら表土 を戻す ことであ り， これに伴 っ

て区痢は等高根帖畔 による長 い形に修正す ることが望 ま

しい。

砂礫質 の扇状地 や谷底 平野 などで漏水 田を客土 によ っ

て多収櫻 田に した例 は多い。 自然 の河川濁水 を利用す る

方法，男 部川 のよ うな流水客土， あるい は機械力 による

送氾客土 は水 を利用 して大面積 に改良す る方法 であ る。

しか しこの場合の客土 量は十 分 とはいえない。 これに対

して耕土 が流亡 してし ま っ た 砂礫質 の災害跡地 な どで

は，遠 方か ら多真 の土 を搬入 して災害復 旧 と大区 山田場

の造成 を兼ねた ところが ある。 その際覇機械が土 を締 固

め か つ こね ま わ し て， しば し ば浸 透 過 小 田 を造 成 し て し

ま う こ とに 注 意 す る必 要 が あ る。

火山灰土 の洪積台地 や火 山山麓 の開田地 は従来 漏水過

多で困 っていた。 しか し岩手大学 などで開発 した破砕締

掴め方式 の開田地で は漏水過 多の心配 はない。水経済上

もっ と も好 ま し い こ とで あ り， 地 下 水 位 の 概 して 低 い と

ころで水 温 もあま り高 くない地域 では，平坦地 よ り少な

い水量 が適正用水量 といえ よ う。 しか し大区画圃場 を造

成するため重機械が あま りに 田面 を走行 した と こ ろ で

は ，浸 透 過 小 に よ る害 も出 て い る。

日本 の代表 的水 田地帯は大河下流地域に分布す る低湿

地であ って，全水 田の ほぼ25 ％に相 当す るものが排水不

良で，収 量の延 びなや み状態 にある。

このよ うな平坦地水 田は地 力が高 く，排水すれ ば土壌

条件が水 稲に適 している。 しかし単に地表排水 をよ くし
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アニだけでは不十分で ある。 これをいかにして多収篠 田に

改良 す るか とい うこ とは ， 日本 の 食 糧 問 題 に とっ て も重

要な こ とで あ る。

現在排水改良がな され た と い う水田は大 面積 に及 ぶ

が，それはi越水 被 害が な くな り地表排水がほぼ円滑にな

った とい う程 度であ る。 その末端小排水路は水路の深 さ

謝Jm 程度であ り，排水支線 ，幹線 も維持管理が不良で崩

れた り草 に 蔽 わ れ た りして い る とこ ろが 多 い。

まず 現 在 の 排 水路 の維 持 管理 を よ くす る こ とで 大 き く

収量 に影 響 す るで あ ろ う。

しか し田面下の地下水位 を必要に応 じて 30 ～40 皿以下

に低下 させ るためには，小 排水路水位 を 1 m i圧 く低下で

きる こ とが 要 求 きれ る。 この よ うな 状 態 で 中 干 し， 間 断

カ ン ガ イ を可 能 に す る こ とは ，相 の根 の 活 力 を 増 進 し苛

熟を良 好 にす る こ とが知 られ てい る。
／

大排水機場あ るいは排水幹線の水位を十 分低‾F させ Jt

ば，小排水路の水位 も稲 の根 に好都合な状態に まで下げ

られ るわ けで あ るが ，平 坦 地 で は なか な か で きな い こ と

である。排水機場 あるいは排水幹線か ら数 k m も遠方の

末端小排水路水位を田面下 1 m に低下 させ る場合， この

間に 1 ～ 2 m の水位差 を必要 とす るな ら，幹 線排水路 は

5 ～ 6 m も深い ものにな って潰地 や維持管理上不経済 と

な る 。

随時他に拘束 きれないで排水路水位 を調節す るには小

ブ ロ ッ クの 排 水 組織 の方 が よ い。 この 場 合 は あ ま り深 い

排水 路 を必 要 と しな い。 しか しあ ま り小 ブ ロ ックに す る

と，運転手の人件費が不繹 済になる上，性能の よいポ ン

プ を設 置 す る こ とが で きず ， その 維 持 管 理 も不十 分 とな

る。 それ で は 適 正 な ポ ン プの ブ ロ ッ ク規 模 は どの 程度 で

あ るか ， 営 農 規 模 を農 村 の現 状 と トラ ク ター な どを 入れ

た将 来 とに ま た が って考 え た場 合 ， ブ ロ ック面積 は 数10

h a 程 度 が適 当で あ ろ う。

しか し数 10 11a を 同一 条 件 の 作 付 に 統一 す る こ と も現

在の と こ ろ困 難 で あ る。 これ を作 期 ， 品 種 な ど で い くつ

かの グル ー プに分 け る こ とが 普 通 で あ る。 各 グ ル ー プは

同一の水管理 を行 な うもの とし，その面積 は道路 （耕作

退と連 絡道） に囲まれ た農区 とす る。 100 m x 30 m の斬

らしい区画整理 の場合は，小排水路 の両側 にな らぶ連絡

道路 間 の 10枚 として 6h a とな り，30 間 ×10 間 の古 い 区 画

整理地 区では 1 農区が 2～ 3 ha にな る。

従来 の区画整理地区では連絡道路 の間隔が広 く， ある

いは小排水路の水 を受 ける排水支線の配置が まば らで，

連絡道 の下 を小排水路が通過 してい るものがかな りある

が， この場合 は小排水路の途中でセキを設 けてブ ロック

の境 とす る。

各 ブ ロ ックは その 末 端 の セ キ に よ って 水位 が 調 節 され

る。排水支線の水位は支配区域の ブロ ックの うち最低水

位の ブ ロ ックか ら排 水 が 可 能 の よ うに 下 げ て お く。 これ

よ り水 位 を高 く保 ちた い ブ ロ ックは セ キを し め る。

一般 に用排水 を分離 した祈 らしい区画整理 では，排水

路ヘ セ キ をす る こ と を制 限 す る傾 向 が 強 い 。 これ は一 度

セ キ をす ると随 時 開 閉 し な い で 水 位 を高 め た ま ま に し

て ，泥 が推 積 し やす い こ と に よ る。

小 排水路 へセキを設 けるのは，水 稲の生育 時期に浸透

が多い と水温上昇 を妨 げ，肥料 を流亡 きせて初 期生育 を

害す るか らで， ま た排 水 路 水位 を 上 げ る こ とは シ ロ ガ キ

用水，垣席田の初 期用 水を節約す る効 果 も大 きい。 よっ

て多収椎田は浸透の促進 と抑制が随時可能 であ ることが

要求 きれ る。なお水管理 と土 壌，肥 料，水稲生理 の関係

に つ い て は試 験 デ ー タ も次 第 に 多 くな って きた。 し か し

これ は小 面 積 の試 験 区 か らの デ ー タを主 とし ， ポ ンプ排

水 して周 辺耕地 よ り地下水 を低下 させた小 ブロ ックを設

けて も，周 辺か らの地下水 流入の影 響な どがあ って不十

分であ った。今後はかな りの面積を対 象 とした現地実証

試験 が必要 である。

排 水路 を深 くし ま た セ キ を設 け て， しか も泥 の堆 積 を

な くす るには維持管理 に従来以上 の力 を 注 ぐ必 要があ

り，強力な指導 と関係者 の維持管理組織 が望 まれ る。 ま

た水路 の泥上 げ，雑草防除，藻刈 りなどに人力 を省 く工

夫が有効 となる。砂質地 の排水路 は浅 くて よいが護岸 を

要す る。

粘 質土地碍 では排水路 の水位 を低下 きせ ただけでは，

その効果 が田画一様 に及 ぶこ とは困難で ある。 そのため

に暗渠排水 が必要 とな るが従来の比較的傾斜 を もっに土

地の暗渠排水 とは異な った多 くの問題があ る。

谷地田や 山地 丘陵に近い ところ，扇状地末端な ど冷

たい地下水の浸出す るよ うな ところが，従来の暗渠排水

の主対象地区であ った。 ここでは吸水渠 と菓水菜 が樹枝

状あ るいは肋骨状 に配置 きれ 暗渠はな るべ く深 く間柄

は広 く し， カ ンガ イ期 に は水 間 が 閉 じ られ 非 力 ン ガ イ期

だけ 暗 渠 を活 用 し た。 非 力 ン ガ イ期 に は ど こで も水 路 水

位が低下 す るので 暗渠か らの排水が可能 とな るが，カ ン

ガ イ期は排水路 水位 があま り低 下しない ので 暗渠 は実 際

上ない と同様であ った。小排水路 や排水支線 は一般 に浅

く遠 方の排 水幹線 へ暗渠 の出口が数 100 m も延 び る必要

も あ っ た 。

ところが平坦 な水 田地帯 では， この方式 をそのまま適

用す る こ とは不 合 理 とな る。 暗 渠 は 明 姫 よ りも水 が 流 れ

にくく，見えない地下 に埋設 きれ るので通水 の安全 を見

込む必要が ある。 そのため吸水渠は 1 ／500 程度 の勾配で
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埋設 され 長 き 100 m とす れば 20 cm の落差が必要 とな

る。 と くに カ ン ガ イ期 も排 水 路 水位 を調 節 して 暗 渠 を効

かせ るとなれば，排水路水位 の制 限か ら暗渠をあ ま り深

く入れ られ な い か ら， 暗 渠 延 長 もせ いぜ い100 ～150 m 程

度まで とな る。 この ため複矧 こ分 岐する暗渠組織 は困難

で ，長 くな るほ ど途 中 の不 等 沈 下 な ど も心配 で あ る。

したが って平坦地暗渠組織 は短 か くて単純な吸水奨平

行型で，従来 の築水矧 こかえて小排水路 にその役 を兼ね

きせ る。 暗渠 に比して大 きい開渠ははるかに地下水 を搾

る効果があ る。 吸水蔓掛 ま近接小排水路へ開口す るが水間

は原則 として設けない。水間のかわ りに小排水路末端の

セ キ を使 用 す る。 小 排 水 路 は 深 さ を 1．2 m 程 度 とし， 暗

渠は開口部 1．O m ，先端 0．8 m （区画長辺100 m の場合）

を標 準 と し， これ よ り 0．2 m 程 度 浅 い も の を 限 度 とす

る。 閻儲は区画短辺 を30m とした場合一 区画 2 本 を礫準

とす るが ， 浅 い と きは10 m 間 隔程 度 が 望 ま し い。

粘質土 に暗渠を入 れた場合，地下水位 の低下 は暗姫直

上付近だ けであ ることをしば しば経験す る。粘質土の透

水係数は非常に小 さく計算上 はほ とん ど水 が動 かない こ

とに な る。 しか し あ る程 度 遠 方 まで 動 い て い るの が普 通

で あ る こ とは， キ裂 が 発 生 して 暗 渠 と連 絡 した た めで あ

る 。

キ裂 は非 力 ンガ イ期 ， 中 干 し期 な どの乾 燥 に よ り発 生

し た もの で， シ ロ ガ キ に よ りその 上部 は ふ きが るが 乾 く

と再 び現 わ れ る。 非 力 ン ガ イ期 に あ ま り乾 燥 し な い裏 日

本などでは このキ裂が なかなか生長 しないので，粘質土

地碍 では田凪輪換 とか申干 しの強 化，強 い間断 カンガイ

を行 な うこ とが 有効 とな る。

地 表 か ら次 第 に深 く発達 し て くる キ裂 と暗 渠 と を連 絡

させ て ， 暗 架 効 果 を早 く出 させ る に は暗 架 を 浅 く した方

が よい 。 しか し この深 さは 豆 機 械 や 深 耕 に も安全 で あ る

よう00 ヱm 以 上が望ましい。 もし田面下に泥 炭層や粘質土

層な どが は さま って い る場 合 には ， これ を 暗渠 と一 休化

させ るた め ， この層 の な か に 暗 渠 を入 れ る とよい 。

田面下の地下水位 をなるべ く一様にし，かつ暗渠 の効

果を早 く現 わ す よ うに す る と と もに， 大 区画 の田 面 が 降

雨後 あるいは落水後早 く乾 いて機械 の走行 を容易 にす る

には，簡 易囁架 巷深 く常に配置 す るのが適 当である。簡

易暗渠は間隔 4 ～ 5 m で 深 さは訓 ～60 〇m 程度 であ り，田

面か ら発 達 す るキ 裂 と一 体 に な りや す い。 た だ そ の耐 用

年数 が 問 題 で あ るが， 深 さ知 己m よ り深 い と トラ クタ ーで

潰れ るお それ が あ り， 砂 質， シル ト質 の 多 い土 は 崩 れ や

すい 。毎 年 あ るい は 隔年 に場 所 を か え て トラ クタ ー で び

かせ て 施 工 す る こ とは苓 易 で あ り， 営 農 の一 環 と して や

る もの と考 え て も経 済 的 で あ る。 そ の た め粘 質 土 地 帯 で

はよ く普 及 す るよ うに な っ た。

大 区画圃場 を造成 した とき，あるいは低湿地 に初 めて

暗姫 を 入 れ る と きに は， まず 簡 易 暗 渠 を施 行 し て か ら，

ある程度土 層の乾 風 車製が進 んだ とき完全 暗渠を入れ

る こ とが 望 ま しい 。

暗渠の効果を早 く出すために も， また機械 の走行 ，用

排水操作 を円滑にす るために も，田面に浅い滞を配置 す

ることが有効であ る。 これは従 来 も農家が落水後 の乾燥

を早 め る ため に 入 れ て い る小 満 と同様 。 20 m 間 隔 ぐ らい

に短辺 と平行方向および長辺 の腔畔沿いの 2 本が掘 られ

る。 その 際 もし簡 易 滞 掘 り機 が あ れ ば 好 都 合 で あ る。 シ

ロカ キ を行 な う場 合 は 情 況 り時 期 が シ ロカ キ後 に な り栢

の植え られた状態で機械 を動 か さなければな らない。直

播田の場合は春の緋起整 地後 でよい。

排水支線，小排水路 の水位 が低い とき， あるいは この

状態で暗渠 を開放している と浸透量は増大 し，水 管理 上

も田 面 か ら排 水 路 へ落 ちる水 量 が 多 くな る の で， そ の用

水源を確保 してお く必 要があ る。なお中干 し後田面に小

キ裂 を生 じた彼 の用 水 量 は と くに大 とな る。 その た め生

育後期に も排水路水位 を一時 的に上昇 させ る水管理 が要

求され る。

増大 し た 用水 真 に対 し て， い く らで も応 じ られ る ほ ど

水源量 は余 裕が ない。 そこで排水路か らの ポンプ揚水 に

よる反復利用が必然 とな る。 ただし排水幹線 などの水位

が高 い と きは 自然 取 水 で よい 。 用 排 水 を ポ ン プに 頼 る場

合同一地域の循環 カンガイと上部の排水を下位部 の用水

に利用す る方式 とがあ り，地 チ取 水利 系統 か ら適 当な用

排水組織が決め られ る。反復 利用の用水は泥炭地 とか塩

分を含む干拓地を除いて水質 的に問題はない。 わが国の

佐賀平野 および中国の揚子江下流地帯の よ うに揚水施設

のある河川下流地域は水稲 の収量が高い。


